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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動装置と回転する作業部分を備えた作業室と材料供給部及び製品排出部とを受容する
、プロセス工学的な機械のためのハウジングであって、
　ハウジングが、共に多角形形状の外輪郭を有する中央部分と横方向部分とから成ってお
り、中央部分に、横方向部分の外輪郭に対応する内輪郭を有する孔が設けられていて、該
孔に横方向部分が挿入されて固定されており、
　多角形形状が、丸く面取りされた角隅と湾曲した側面とを備えた三角形であり、中央部
分及び横方向部分にそれぞれ軸線方向の孔を形成することによって、異なった厚さのハウ
ジング壁が形成されており、該異なった厚さのハウジング壁に、それぞれ互いに異なった
機能を引き受けている円筒形の複数の孔が設けられていることを特徴とする、プロセス工
学的な機械のためのハウジング。
【請求項２】
　ハウジングが、ミル、分級機又は混合機のためのハウジングである、請求項１記載のハ
ウジング。
【請求項３】
　異なった厚さのハウジング壁が、複数の機械構成部材を受容するために働く、請求項１
又は２記載のハウジング。
【請求項４】
　機械構成部材が、駆動ノズル及び／又は、材料受容のためのホッパ、及び／又は洗浄空
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気、冷却水供給部及び／又は排出部である、請求項３記載のハウジング。
【請求項５】
　異なった厚さのハウジング壁がその内部に加工された、運転媒体のための管路を有して
いる、請求項１から４までのいずれか１項記載のハウジング。
【請求項６】
　運転媒体が、粉砕空気、洗浄空気及び／又は冷却水である、請求項５記載のハウジング
。
【請求項７】
　薄壁箇所が、他の機械構成部材、装置部分又は保持用フレームのための結合面である、
請求項１から６までのいずれか１項記載のハウジング。
【請求項８】
　ハウジングが壁の肉厚部に、ハウジング部分及び／又は機械構成部材を固定するための
円錐形のねじ山付ピンを受容するためのねじ山付孔を有している、請求項１から７までの
いずれか１項記載のハウジング。
【請求項９】
　中央部分と横方向部分とが、焼嵌めによって接合されている、請求項１から８までのい
ずれか１項記載のハウジング。
【請求項１０】
　多角形形状のハウジング部分又は結合面に、機械構成部材が回動不能にかつ一義的に取
り付けられている、請求項１から９までのいずれか１項記載のハウジング。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、製造及び組立て、並びに使用者のための取扱いを改善する、プロセス工学的
な機械、特に最小機械のためのハウジング形状に関する。
【背景技術】
【０００２】
　革新的な製品及びその製造プロセスを開発するためには、しばしば僅かな材料量しか使
用することができない。それというのは、これらの材料量は極めて高価であり、かつ部分
的にはまた効果が高いからである。そして製品開発やプロセス開発のためには、益々小さ
くなるプロセス空間を有する機械が必要になる。このような機械はしかしながら他方では
、大型の機械のすべての構成部材を有していなくてはならない。そしてこのような機械の
寸法を任意に小さな寸法にすることは不可能であり、そのためには新たな製造技術と新た
な構造上の特徴が必要である。このことは、ミル、混合機及び分級機のような乾式及び湿
式の処理方法のためのプロセス工学における機械に対して、特に言えることである。
【０００３】
　小型の攪拌機ミルのような最小機械のための幾つかの解決策が、ＥＰ１１８５３７１Ａ
１に基づいて公知である。この解決策は、ミル内への空気侵入を回避するといった、特殊
な場合に生じる問題を解決しているが、しかしながら、一揃いの機械群、ここではプロセ
ス工学的な機械を、どのようにして、極めて小さな構成形態において構成及び製造するこ
とができるか、そして使用者にとっての簡単な取扱いを可能にすることができるか、とい
ったことについては、まったく示唆していない。標準的には、小型及び中型構造形式の機
械は、モノブロックとして製造される。モノブロック構造形式が最小機械においても使用
される場合には、極めて不格好な重い機械になってしまう。それというのは、この場合の
目標は、すべての機械エレメント及び必要な接続部を１つのワークにおいて切削加工によ
る製造によって実現することだからである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】ＥＰ１１８５３７１Ａ１
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ゆえに本発明の課題は、可能な限り僅かな部材から成っているが、大きな構造形式の機
械のようにすべての機能面を有していて、しかも簡単に取り扱うことができる、最小機械
の構成を可能にすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この課題を解決するために本発明の構成では、駆動装置と回転する作業部分を備えた作
業室と材料供給部及び製品排出部とを受容する、プロセス工学的な機械のためのハウジン
グにおいて、少なくとも１つのハウジング部分が多角形基本形状を有していて、異なった
厚さのハウジング壁が、円筒形の複数の孔において異なった機能を引き受けているように
した。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によるプロセス工学的な機械のハウジングは、例えば機械の駆動装置、回転する
駆動部分を備えた作業室、及び材料供給のための装置を有している。ハウジングは特に、
乾式及び湿式の処理機のために使用され、このような処理機としては、例えばミル、分級
機ミル、切断ミル、分級機、混合機、さらにはコンパクタが挙げられる。
【０００８】
　ハウジングは少なくとも１つの多角形の外輪郭を有している。多角形形状によって、円
筒形の内孔を有するハウジング部分は、機能担体である種々異なった壁厚を有している。
壁の肉厚部は、洗浄空気又は冷却水供給のための接続部を設けるために利用することがで
きる。壁の肉厚部は、噴射ノズルのような機械構成部材を受容することができる。また、
付加的な部材を必要とすることなしに、材料供給のためのホッパをハウジング部分に組み
込むことができる。これによって、このような最小機械のための部材の数を最少にするこ
とができる。薄壁箇所は、別の機械構成部材又は装置部分のための結合面として働くこと
ができる。
【０００９】
　最小機械では、スペース不足の理由から、クランプの取付けに大きな空間を要すること
に基づいて、クランプを結合エレメントとして使用することができない。
【００１０】
　択一的に、ハウジング部分と機械構成部材との固定は、これらの部材が互いに押し嵌め
られる嵌合部材を有していることによって、行われる。外側の嵌合部材はねじ山付孔を備
えている。これらのねじ山付孔は、円錐端部を備えたねじ山付ピンを受容するために働く
。内側の嵌合部材には、ねじ山付孔に対して円錐形の凹設部が設けられている。構成部材
のこのような構成によって、ハウジング部分もしくは機械構成部材は所望のように固定さ
れることができる。
【００１１】
　ハウジング部分以外に、別の機械又は他の装置構成部材のための結合面も多角形輪郭を
もって形成されることができ、このように構成されていると、結合面はまた、別の機械又
は他の装置構成部材が回動不能にかつ一義的に取り付けられ得る、という利点を有するこ
とができる。
【００１２】
　ハウジング及び結合面のための多角形形状としては、奇数の角隅数を備えた多角形、特
に三角形が有利である。この場合多角形の角隅は丸く面取りされていることができ、かつ
同様に面も曲率半径を有している、つまり湾曲していることができる。有利には、ＤＩＮ
３２７１１による成形体Ｐ３ＧやＤＩＮ３２７１２による成形体Ｐ４Ｃが使用される。
【００１３】
　ハウジング部分の多角形形状の外側輪郭は、旋削又は切削によって製造され、多角形形
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状の内輪郭は有利にはワイヤエロージョンによって形成される。多角形内輪郭は、多角形
外輪郭と共にプレス嵌め部を形成し、このプレス嵌め部は焼嵌め後に、モノブロック製造
に相当しかつ製薬における使用のために有利な１つの物体を形成する。この物体の形状付
与（多角形形状）は、結合後に回転運動の導入を阻止するので、この物体のプレス嵌め部
は、回転運動に対して垂直な方向における摺動を防止するだけでよい。この物体は接合時
に軸方向における自由度しか有していない。この自由度が装置又は測定によって決定され
ると、室又は互いに角度を成している孔を、未加工部品を個別に部分製造することによっ
て生ぜしめることが可能になる。
【００１４】
　種々様々な機械構成部材を１つのハウジングにおいて実現するためには、複数のハウジ
ング部分を焼嵌めによって接合することが必要である。本発明によれば、少なくとも１つ
のハウジング部分が多角形形状を有している。組み合わせられるハウジング部分が相応な
多角形外輪郭もしくは多角形内輪郭を有していると、これらのハウジング部分は、一方で
は回動不能に組み合わせられ、かつ他方では一義的な取付け位置において組み合わせられ
ることができる。さらに、個々のハウジング部分は組合せ前に既に、孔及び機能担体を備
えることができる。
【００１５】
　多角形形状は、回転運動によって組立て・分解を容易にすることができる機能面を有し
ている。それというのは、この場合、回転モーメントを、摩擦力を介してしか導入するこ
とができない円筒形の部材とは異なり、有利に導入することができるからである。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】多角形内輪郭もしくは多角形外輪郭を備えた複数のハウジング部分から組み立て
られた未加工部品を示す図である。
【図２】結合面と機能担体とを備えた２部分から成るハウジングを示す図である。
【図３】結合エレメントの領域を断面して機械ハウジングを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　次に図面を参照しながら本発明の実施の形態を説明する。
【００１８】
　図１には、分級機ヘッドを例にとって、最小機械のハウジングのための未加工部品１が
示されている。図示の例では未加工部品１は中央部分２と横方向部分３とから成っている
。両部分の外輪郭は多角形であり、図示の場合では、丸く面取りされた角隅及び縁部を備
えた三角形である。中央部分２の内輪郭は、同様に等しい多角形輪郭を有している。未加
工部品１は、中央部分２と横方向部分３との焼嵌め（Schrumpfen）によって生じている。
多角形外輪郭４，５は、有利には旋削及び研削によって製造される。これに基づいて中央
部分２及び横方向部分３には両側において突出するピン６が形成されており、これらのピ
ン６には、先端の間における受容のため及び回転連行のためのセンタリング孔７及び平面
箇所８が設けられている。多角形内輪郭９は有利には、ワイヤエロージョン（Drahterodi
eren）によって生ぜしめられる。
【００１９】
　図２には、図１に示された未加工部品１から完全に加工されたハウジング１０が示され
ている。断面箇所において中央に作業室１１が見える。この作業室１１に対して横方向に
、両側において回転対称的な室１２が、洗浄空気供給室１４を備えた駆動部と微細物排出
部とから成る構成グループを受容するための嵌合部材１３，１５を形成している。駆動部
及び微細物排出部を固定するために、横方向部分には、ピンを受容するためのねじ山付孔
１６が、多角形輪郭の肉厚部の領域に設けられている。固定のため及び洗浄兼作業空気の
供給のために、側部において多角形の平面箇所には、中央の固定孔１８と中心の回りにリ
ング状に配置された複数の孔１９とを備えた多角形の受容ポケット１７が、中央部分２に
加工されている。真っ直ぐに貫通する孔２０は、リング状の洗浄空気供給室１４に通じて
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いる。孔２１を起点として直角に上昇する孔２２は、駆動ノズル受容室２３との接続部を
形成している。同様に孔２４は、ミル又は分級機下側部分に作業空気を送るための接続部
を形成している。これによって、機械の外部において延びる管路もしくはホースが省かれ
ている。作業室１１に通じる供給管路２６を備えた供給ホッパ２５は、未加工部品１の上
側部分に組み込まれている。ミル又は分級機下側部分を受容するために、円筒形の旋削部
２７がハウジングの下側部分に設けられている。
【００２０】
　図３には、機械構成部材を相互に固定するための結合エレメントが示されている。この
結合エレメント２８は円錐形の端部を備えたねじから成っており、嵩張るクランプ結合部
材の代わりである。特殊な形状によって、構成部材が互いにしっかりと結合されるのみな
らず、ねじ山付ピンの円錐形端部によって構成部材は互いに適宜に整合させられる。多く
の場合において、１つの固定エレメントで十分である。
【符号の説明】
【００２１】
　１　未加工部品、　２　中央部分、　３　横方向部分、　４，５　多角形外輪郭、　６
　ピン、　７　センタリング孔、　８　平面箇所、　９　多角形内輪郭、　１０　ハウジ
ング、　１１　作業室、　１２　室、　１３，１５　嵌合部材、　１４　洗浄空気供給室
、　１６　ねじ山付孔、　１７　受容ポケット、　１８　固定孔、　１９　空気孔、　２
０，２１，２２　孔、　２３　駆動ノズル受容室、　２４　孔、　２５　供給ホッパ、　
２６　供給管路、　２７　旋削部、　２８　ねじ山付ピン

【図１】 【図２】
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